
平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
提
出

質

問

第

一

三

八

号

少
年
法
適
用
年
齢
引
き
下
げ
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

柚

木

道

義
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少
年
法
適
用
年
齢
引
き
下
げ
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
七
年
（
平
成
二
十
九
年
）
二
月
、
当
時
の
金
田
勝
年
法
務
大
臣
が
法
制
審
議
会
に
対
し
、
少
年
法
の
年
齢
上
限
を
十

八
歳
に
ま
で
引
き
下
げ
る
諮
問
（
以
下
「
諮
問
第
百
三
号
」
と
い
う
）
を
行
っ
た
。

確
か
に
憲
法
の
国
民
投
票
や
選
挙
権
の
年
齢
を
十
八
歳
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
は
、
若
い
世
代
の
意
見
を
よ
り
国
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
に
意
義
が
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
そ
れ
と
少
年
犯
罪
へ
の
対
処
と
は
全
く
別
で
あ
る
。

諮
問
第
百
三
号
に
関
連
し
て
以
下
、
質
問
す
る
。

一

わ
が
国
の
二
十
歳
以
下
の
少
年
刑
法
犯
は
一
貫
し
て
減
り
続
け
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
（
平
成
十
五
年
）
に
は
少
年
の
一

般
刑
法
犯
の
検
挙
人
員
は
一
四
万
四
四
〇
四
人
だ
っ
た
が
、
二
〇
一
六
年
（
平
成
二
十
八
年
）
に
は
三
万
一
五
一
六
人
に
ま

で
減
っ
て
お
り
、
人
口
全
体
に
占
め
る
少
年
人
口
比
の
減
少
以
上
に
少
年
の
検
挙
人
数
は
減
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
と
り
も
直
さ
ず
、
わ
が
国
で
少
年
犯
罪
へ
の
現
状
の
対
応
が
十
分
に
効
果
を
発
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
考
え
る

が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

二

家
庭
裁
判
所
で
少
年
事
件
を
担
当
し
て
き
た
家
庭
裁
判
所
調
査
官
に
よ
れ
ば
、
「
非
行
少
年
」
は
高
校
卒
業
や
職
業
選
択

を
機
に
、
十
八
歳
か
ら
十
九
歳
で
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
多
い
。
家
庭
裁
判
所
は
こ
の
よ
う
な
少
年
た
ち
の
十
八
歳
か
ら

一



十
九
歳
の
変
化
を
見
据
え
て
教
育
的
措
置
を
行
い
、
保
護
処
分
を
検
討
し
て
き
た
。

そ
し
て
十
八
歳
か
ら
十
九
歳
の
少
年
は
、
現
行
少
年
法
に
よ
る
保
護
処
分
の
対
象
者
の
約
半
分
を
占
め
る
。
一
般
保
護
事

件
の
う
ち
少
年
審
判
を
受
け
た
少
年
に
占
め
る
十
八
歳
か
ら
十
九
歳
の
少
年
は
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
少
年
鑑
別
所
に
入
所
し

た
少
年
の
う
ち
十
八
歳
か
ら
十
九
歳
の
少
年
は
四
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
少
年
院
送
致
と
な
っ
た
少
年
の
う
ち
十
八
歳
か
ら
十

九
歳
の
少
年
は
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

ま
た
、
十
八
歳
か
ら
十
九
歳
の
非
行
少
年
の
中
に
は
、
十
分
な
教
育
は
受
け
て
き
た
も
の
の
、
社
会
規
範
を
備
え
て
い
な

い
未
熟
な
少
年
も
い
る
。
こ
う
し
た
十
八
歳
か
ら
十
九
歳
の
少
年
に
対
し
て
い
き
な
り
刑
事
罰
を
科
す
る
の
は
、
少
年
の
成

長
や
発
達
の
現
状
を
無
視
し
た
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
十
二
月
に
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
家
庭
局
が
提
出
し
た
『
最
近
の
少
年
非
行
と
そ
の
対
策

に
つ
い
て－

少
年
法
改
正
を
め
ぐ
る
諸
問
題－

』
で
は
、
少
年
法
適
用
年
齢
引
下
げ
の
議
論
に
関
連
し
て
以
下
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
「
戦
後
、
子
ど
も
の
成
熟
度
が
大
い
に
伸
び
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
成
熟
促
進
現
象
と
呼
ば

れ
る
も
の
は
、
肉
体
面
や
性
的
な
面
、
あ
る
い
は
せ
い
ぜ
い
知
的
な
面
に
と
ど
ま
り
、
精
神
的
お
よ
び
情
緒
的
な
面
に
は
及

ん
で
い
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
心
身
両
面
に
お
け
る
成
長
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
現
在
の
少
年
非
行
の
起
因
を
な
し
て
い
る
と

二



も
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
最
近
の
生
理
学
、
心
理
学
、
精
神
医
学
等
の
知
識
に
よ
れ
ば
、
十
八
、
九
歳
と

い
う
年
齢
層
は
、
い
わ
ば
少
年
期
か
ら
成
人
期
へ
と
成
長
し
て
い
く
不
安
定
な
過
渡
期
に
あ
り
、
外
見
的
な
肉
体
の
発
達
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
心
身
と
も
に
未
成
熟
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
一
般
に
非
行
に
陥
る
よ
う
な
少

年
は
、
通
常
の
少
年
に
比
べ
、
心
身
の
発
達
の
劣
っ
て
い
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
た
と
え
ば
比
較
的
非
行
性
が
高
い
と

し
て
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
少
年
た
ち
は
、
精
神
発
達
の
面
に
お
い
て
も
、
身
体
発
育
、
運
動
能
力
の
点
に
お
い
て
も
、

一
般
少
年
よ
り
平
均
二
、
三
年
の
遅
れ
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
」

そ
こ
で
質
問
す
る
が
、
諮
問
第
百
三
号
に
関
連
し
て
、
政
府
と
し
て
は
少
年
の
精
神
的
発
育
が
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十

年
）
当
時
の
指
摘
と
大
き
く
変
わ
っ
て
、
現
在
で
は
国
内
の
十
八
、
十
九
歳
の
少
年
が
全
て
成
人
期
へ
移
行
し
て
い
る
と
い

い
う
る
と
考
え
る
科
学
的
証
拠
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）
を
有
し
て
い
る
の
か
。
有
し
て
い
れ
ば
そ
の
内
容
を
答
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

三

確
か
に
国
民
投
票
法
や
公
職
選
挙
法
で
の
選
挙
権
や
民
法
の
成
人
年
齢
は
十
八
歳
と
規
定
さ
れ
た
が
、
他
の
法
律
で
は
目

的
に
応
じ
て
適
切
な
成
人
年
齢
を
そ
れ
ぞ
れ
定
め
て
い
る
。
飲
酒
や
喫
煙
も
勝
馬
投
票
券
の
購
入
も
非
行
防
止
の
観
点
か
ら

二
十
歳
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。
少
年
の
健
全
育
成
の
観
点
か
ら
こ
れ
ら
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
み
れ
ば
、
子
ど
も

三



の
健
全
育
成
の
観
点
か
ら
少
年
法
で
も
「
二
十
歳
成
人
」
を
維
持
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
「
成
人
年
齢
」
が
法
制
度
ご
と
に

異
な
る
点
に
つ
い
て
の
政
府
の
説
明
を
求
む
。

四

仮
に
少
年
法
の
適
用
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
場
合
の
十
八
歳
か
ら
十
九
歳
の
「
年
長
少
年
」
に
対
す
る
処
遇
に
つ
い
て

は
、
法
制
審
議
会
に
て
「
若
年
者
に
対
す
る
新
た
な
処
分
」
「
罰
金
の
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
」
や
「
保
護
観
察
付
執
行
猶

予
の
活
用
」
な
ど
の
制
度
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
新
た
な
制
度
は
十
八
歳
か
ら
十
九
歳
の
「
年
長
少
年
」
の
う
ち
の
一
部
の
者
に
対
し
て
、
現
行
制
度

よ
り
も
不
十
分
な
処
遇
方
法
を
提
供
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
現
行
の
教
育
措
置
が
十
分
に
機
能
し
て
い
る
の

に
、
十
八
歳
か
ら
十
九
歳
の
少
年
に
対
し
て
現
在
よ
り
不
十
分
な
処
遇
で
良
い
と
考
え
る
根
拠
を
求
め
る
。

五

か
つ
て
戦
前
の
裁
判
所
は
当
時
の
「
司
法
省
」
の
監
督
下
に
あ
っ
た
が
、
日
本
国
憲
法
の
三
権
分
立
の
理
念
の
下
で
裁
判

所
は
司
法
省
・
法
務
省
（
庁
）
か
ら
離
れ
て
独
立
し
、
三
権
の
一
つ
を
担
う
よ
う
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

そ
し
て
戦
後
の
新
・
少
年
法
制
定
に
よ
り
、
旧
少
年
法
の
も
と
で
少
年
犯
罪
も
全
て
検
察
官
が
起
訴
・
不
起
訴
（
少
年
保

護
手
続
に
付
す
る
）
か
を
判
断
し
て
い
た
「
検
察
官
先
議
」
か
ら
、
家
庭
裁
判
所
全
件
送
致
へ
と
改
め
ら
れ
た
。
そ
の
理
由

は
先
に
引
用
し
た
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
に
よ
る
『
最
近
の
少
年
非
行
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
』
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、

四



「
少
年
保
護
手
続
で
行
う
保
護
処
分
は
、
少
年
の
健
全
な
育
成
を
目
的
と
す
る
矯
正
処
分
で
あ
る
と
は
い
え
、
同
時
に
少
年

の
自
由
を
拘
束
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
保
護
者
の
権
利
を
も
侵
害
す
る
強
制
処
分
た
る
性
質
を
持
つ
た
め
、
そ
の
処
遇
の
決

定
を
行
政
機
関
に
取
り
扱
わ
せ
る
こ
と
は
憲
法
の
掲
げ
る
人
権
尊
重
の
精
神
に
照
ら
し
許
さ
れ
な
い
か
ら
」
で
あ
る
。
第
二

に
「
犯
罪
少
年
を
刑
事
手
続
に
付
す
る
か
少
年
保
護
手
続
に
付
す
る
か
の
判
断
は
、
少
年
犯
罪
者
の
処
遇
に
お
い
て
最
も
重

要
な
基
本
的
判
断
で
あ
っ
て
、
捜
査
機
関
と
し
て
少
年
と
対
立
的
な
地
位
に
あ
る
検
察
官
で
な
く
、
中
立
的
な
処
遇
決
定
の

機
関
で
あ
り
、
か
つ
、
調
査
官
や
医
務
室
等
の
科
学
的
補
助
機
構
を
備
え
た
家
庭
裁
判
所
こ
そ
こ
の
判
断
を
な
す
に
ふ
さ
わ

し
い
か
ら
で
あ
る
」
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
年
法
の
適
用
年
齢
が
十
八
歳
未
満
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
、
十
八
歳
か
ら
十
九
歳
の
少
年
は
検
察
官

に
よ
り
起
訴
・
不
起
訴
な
ど
の
処
分
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
あ
わ
せ
て
少
年
法
の
適
用
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
場

合
に
想
定
さ
れ
る
処
分
も
、
検
察
官
の
判
断
に
係
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
質
問
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
決
定
や
判
断
を
検
察
官
が
行
う
場
合
は
、
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
が
指
摘
す
る
通

り
、
人
権
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
矯
正
処
分
の
決
定
を
行
政
機
関
が
行
う
こ
と
で
あ
り
、
憲
法
に
掲
げ
る
基
本
的
人
権

の
尊
重
の
理
念
に
照
ら
し
て
許
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
捜
査
機

五



関
と
し
て
少
年
と
対
立
し
う
る
立
場
に
あ
る
検
察
官
で
は
中
立
的
な
処
遇
決
定
は
行
え
ず
、
ま
た
検
察
官
に
は
家
庭
裁
判
所

調
査
官
や
医
務
室
の
よ
う
な
科
学
的
補
助
機
関
が
常
設
さ
れ
て
お
ら
ず
、
少
年
の
処
遇
を
判
断
す
る
点
で
検
察
官
は
「
科
学

性
に
お
い
て
は
る
か
に
劣
る
」
（
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
『
最
近
の
少
年
非
行
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
』
五
十
二
ペ
ー
ジ
）

の
で
は
な
い
か
。

六

諮
問
第
百
三
号
は
、
直
接
的
に
は
少
年
法
の
適
用
年
齢
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
関
す
る
諮
問
で
あ
る
が
、
仮
に
こ
の
諮
問

が
実
現
し
各
法
の
改
正
に
ま
で
至
れ
ば
、
例
え
ば
少
年
院
・
少
年
鑑
別
所
に
お
け
る
少
年
の
「
定
員
」
に
限
ら
ず
、
少
年

院
・
少
年
鑑
別
所
・
家
庭
裁
判
所
の
統
廃
合
や
職
員
定
数
減
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
。

�

政
府
と
し
て
、
少
年
院
や
少
年
鑑
別
所
、
そ
し
て
家
庭
裁
判
所
を
縮
小
・
統
廃
合
し
て
良
い
と
い
う
考
え
な
の
か
。

�

少
年
鑑
別
所
の
統
廃
合
が
な
さ
れ
る
と
、
親
族
や
付
添
人
の
面
会
に
多
大
な
支
障
が
出
る
。
そ
し
て
、
家
庭
裁
判
所
の

統
廃
合
が
な
さ
れ
る
と
、
少
年
の
住
所
地
か
ら
離
れ
た
家
庭
裁
判
所
が
事
件
を
管
轄
す
る
可
能
性
が
高
ま
り
、
家
庭
裁
判

所
に
よ
る
少
年
の
調
査
や
付
添
人
の
活
動
が
不
十
分
と
な
る
危
険
性
が
あ
る
。
家
庭
裁
判
所
、
少
年
鑑
別
所
及
び
少
年
院

が
統
廃
合
さ
れ
た
場
合
の
問
題
点
に
つ
い
て
政
府
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

六


